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第
１
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
運
動

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
地

区
の
中
心
地
に
掲
示
板
を
設
置
し
、
情
報

の
共
有
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

藤
の
木
行
政
区（
塩
川
町
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
活
動

新
興
住
宅
地
の
居
住
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
形
成
す
る
た
め
、
新
た
な
行
事
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
地
域
住
民
の
交
流
を
促

進
し
ま
し
た
。

広
野
行
政
区（
山
都
町
）

地
域
お
こ
し
交
流
事
業（
広
野
お
楽
し
み

会
）輪

投
げ
、
フ
ロ
ア
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
い

も
煮
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
区
民
が

広
く
参
加
で
き
る
内
容
の
お
楽
し
み
会
を

開
催
し
、
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進
し
ま

し
た
。

本
村
行
政
区（
高
郷
町
）

本
村
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
大
会

地
域
の
活
性
化
と
区
民
の
親
睦
を
図
る

た
め
、
各
地
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
「
お

ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
」
を
全
戸
で
栽
培
し
、
か

ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
を
競
い
ま
し
た
。

総
務
課
行
政
班

☎（
２４
）５
２
０
４

根
岸
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ

ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

田
中
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

田
中
行
政
区
環
境
美
化
推
進
事
業

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
の
設
置
、
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー

の
整
備
及
び
ゴ
ミ
分
別
な
ど
の
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

日
中
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
事
業
）

補
助
金
な
ど
を
受
け
ず
に
２
カ
年
計
画

で
行
政
区
内
６
カ
所
に
ゴ
ミ
集
積
庫
を
設

置
し
、ゴ
ミ
管
理
の
徹
底
に
努
め
ま
し
た
。

寺
内
行
政
区（
山
都
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
花
苗
を
植
え
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。

本
木
行
政
区（
山
都
町
）

不
法
投
棄
撲
滅
運
動

不
法
投
棄
物
の
回
収
作
業（
２
回
）と
地

区
内
の
環
境
整
備
の
徹
底
に
よ
る
、「
不

法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
」
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

第
１
区
行
政
区（
塩
川
町
）

村
松
第
一
区
行
政
区（
松
山
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ

ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

坂
井
行
政
区（
松
山
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
向
上
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
分
別
な
ど
の

勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
沢
行
政
区（
岩
月
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
３
カ
所
に
設
置
し
、
花
植
栽

プ
ラ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

五
目
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
向
上
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
分
別
な
ど
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

環

境

整

備

の
部

そ

の

他

の
部

コ

ミ
ュ

ニ

テ

の
部

ィ

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

13
行
政
区
を
表
彰

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
で
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
た
行
政
区
を
表
彰
す
る｢

一
行

政
区
一
運
動｣

の
受
賞
者
が
決
ま

り
、
13
行
政
区
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
取
り
組
み
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

平 成 ２ ３ 年 度
一行政区一運動

□

□□

□□□

□□□□

□□□

問問
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市
で
は
４
月
２
日
、
農
作
物
の
凍
霜
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
「
防
霜
対
策
本
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

対
策
本
部
は
５
月
３１
日
ま
で
設
置
さ

れ
、
県
対
策
本
部
や
農
業
関
係
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
農
家
の
皆
さ
ん

へ
の
霜
注
意
報
等
の
情
報
伝
達
、
万
一
の

被
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
調
査
活
動
や
支

援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

霜
注
意
報
発
令
時
な
ど
、
農
作
物
を
凍

霜
害
か
ら
守
る
た
め
管
理
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室
☎（
２４
）５
２

３
５

今
年
度
か
ら
、
原
発
事
故
の
対
策
を
行

う
部
署
を
生
活
環
境
課
内
に
設
置
し
、
原

発
事
故
対
策
の
窓
口
と
し
て
の
対
応
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
食
品
等
の
放
射

能
簡
易
分
析
検
査
、
市
内
施
設
の
放
射
線

測
定
な
ど
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。生活

環
境
課
・
原
発
事
故
対
策
室

☎（
２４
）５
２
８
５

 市政トピックス

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
指
す

原
発
事
故
へ
の
対
応
強
化
を
目
指
し
て

子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

幼
稚
園
へ
の
入
園
児
童
が
減
少
し
て
い
る

一
方
、
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
待
機
児

童
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
や
適
正
な
集
団
で
の

保
育
・
教
育
の
充
実
等
を
図
る
た
め
、
国

の
新
た
な
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

た
め
、
社
会
福
祉
課
内
に
「
幼
保
新
シ
ス

テ
ム
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
課
・
幼
保
新
シ
ス
テ
ム
推
進

室
☎（
２４
）５
２
２
９

問問問問

問問

●
社
会
福
祉
課
内
に
「
幼
保
新
シ
ス
テ
ム
推
進
室
」
を
設
置

●
生
活
環
境
課
内
に
「
原
発
事
故
対
策
室
」
を
設
置

農
作
物
の
凍
霜
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

▼

市
に
よ
る
放
射
線
量
測
定
の
様
子

（
昨
年
９
月
の
岩
月
町
下
岩
崎
行
政
区
）

▲
新
設
さ
れ
た
原
発
事
故
対
策
室
の
職
員

▲
執
務
の
様
子

●
防
霜
対
策
本
部
設
置



広報きたかた　2012.5 ◯4

◆
喪
失
日
の
前
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
、
健
康
保
険
の
喪
失
日
は
「
離
職

し
た
日
」
の
次
の
日
と
な
り
ま
す
。
喪
失

日
前
の
手
続
き
は
、
健
康
保
険
の
二
重
加

入
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
。

◆
加
入
日
は
、
前
の
健
康
保
険
の
喪
失
日

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

手
続
き
日
に
関
わ
ら
ず
加
入
日
は
喪
失

日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

◆
必
ず
前
に
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
を

喪
失
し
た
証
明
書
類
や
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

二
重
加
入
を
防
止
す
る
た
め
、
必
ず
証

明
す
る
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。（
本
人

の
申
告
だ
け
で
は
喪
失
日
の
確
定
は
で
き

ま
せ
ん
）

日
本
で
は
、「
国
民
皆
保
険
」
と
し
て

必
ず
健
康
保
険
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
日
で
あ
っ
て
も
無
保
険

の
状
態
で
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

会
社
を
辞
め
た
と
き
は
、
次
の
３
つ
の

中
か
ら
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
か
検

討
し
、
加
入
の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
を
任
意
継
続

手
続
き
先
：
勤
め
て
い
た
会
社

②
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
加
入
す
る

手
続
き
先
：
家
族
の
勤
め
て
い
る
会
社

③
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
先
：
市
区
町
村
の
窓
口

ど
の
健
康
保
険
に
加
入
す
る
か
検
討

後
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、

次
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
場
所
】

本
庁
市
民
課
・
各
総
合
支
所
住
民
課

○
平
日（
土
日
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

※
窓
口
延
長
は
、
受
け
付
け
し
て
い
ま
せ

ん
。

【
手
続
き
で
き
る
方
】

本
人
、
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方

※
別
世
帯
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

【
必
要
な
も
の
】

○
社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

会
社
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
会
社

に
よ
っ
て
書
類
の
名
称
が
異
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

窓
口
に
来
た
方
の
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

○
印
鑑

本
人
以
外
が
手
続
き
に
来
た
場
合
必
要

と
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
加
入
は
義
務

国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き

加
入
時
の
注
意
点

会
社
を
辞
め
た
と
き
は
…

健
康
保
険
の
加
入
届
出
は

  

早
め
に
し
ま
し
ょ
う

次は脱退手続
きについて！

お
忘
れ
で
は

 
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　　国民健康保険と国民年金の手続きについて

　健康保険と年金はよく混合されがちですが、全く別のものです。そのため、本
来であれば国民健康保健の手続きをした方は、国民年金の手続きもしなければな
りません。しかし、手続きの簡素化のため、国民健康保険の加入手続きの申請書
を出していただくと、国民年金の加入手続きも同じ申請用紙で同時に行われます。
　健康保険を、任意継続や（配偶者以外の）家族の会社の扶養に入る方は、国民年
金取得の手続きを窓口でしなければなりません。ご注意ください。

※厚生年金の配偶者の扶養に入る方は、国民年金３号の区分となり、配偶者の会
社での手続きが必要です。

健康保険の種類 国民健康保険加入 扶養（配偶者） 扶養（家族） 任意継続
国民年金の手続き － －※ 必要 必要
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国民健康保険
の加入・脱退
の手続きを忘
れずにしまし
ょう。

就
職
し
た
際
や
、
家
族
の
健
康
保
険
に

扶
養
と
し
て
加
入
し
た
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
の
脱
退
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
手
続
き
場
所
】【
手
続
き
で
き
る
方
】

加
入
時
と
同
じ
で
す（
右
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）。

【
必
要
な
も
の
】

○
新
し
い
健
康
保
険
証（
全
員
分
）

加
入
日
の
確
認
の
た
め
、
国
民
健
康
保

険
か
ら
他
の
保
険
に
切
り
替
え
る
方
全
員

の
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

窓
口
に
来
た
方
の
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

○
印
鑑

本
人
以
外
が
手
続
き
に
来
た
場
合
必
要

に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
料（
税
）の
二
重
払
い
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
の
市
区
町
村
に
転
出
さ
れ
た
場
合

は
、「
転
出
日
の
翌
日
」
が
国
民
健
康
保

険
の
喪
失
日
と
な
り
ま
す
。
転
入
先
で
、

必
ず
国
民
健
康
保
険
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○
平
日（
土
日
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

国
民
健
康
保
険
脱
退
手
続
き

問
い
合
わ
せ
窓
口

脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
…

忘
れ
や
す
い
！

○給付・制度などについて
　保健課 国保医療係
　　　　　　  ☎（24）5224

○資格の取得・喪失について
　市民課 市民窓口係
　　　　　　  ☎（24）5225

○国民健康保険税について
　税務課 市民税係
　　　　　　  ☎（24）5217

ねんきん出張相談のお知らせ

　年金事務所と同じ相談・手続きができる「ね
んきん出張相談」の年間予定です。市区町村の
窓口では手続きできない厚生年金関連の手続き
など、さまざまな手続きが可能です。
【開催】月1回
【時間】午前10時～午後４時
【場所】喜多方プラザ文化センター
【予約お問い合せ先】
会津若松年金事務所お客様相談室
☎0242（27）5231

ナビダイヤルで⑨の次に②を選択してください。
※ご予約は相談日の前日までに

5月 16日（水）

6月 21日（木）

7月 19日（木）

8月 16日（木）

9月 20日（木）

10月 16日（火）

11月 15日（木）

12月 20日（木）

1月 17日（木）

2月 21日（木）

3月 21日（木）

所得の申告を忘れずに！！

　障害年金を受給されている方、一般免除の継
続審査対象の方は、５月中に所得の申告を済ま
せてください。
◆申告がお済みでない場合

　○障害年金の方
　10月（８、９月分）からの年金支給が止まりま
　す。
　○一般免除の継続審査対象の方
　申告が済んでいないと７月の継続免除審査で
　却下となります。
◆申告が不要な方

　○今年の確定申告をされた方
　○家族の扶養になっている方
【申告場所】本庁税務課または各総合支所住民課
問　税務課市民税係☎（27）5217

　　市民課国民年金係☎（24）5226

問　問

年 金 関 連
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自
己
搬
入

家
庭
で
生
じ
た
ご
み
で
、
環
境
セ
ン
タ

ー
山
都
工
場
で
処
理
で
き
る
も
の
を
自
分

で
搬
入
す
る
場
合
は
、
無
料
で
引
き
取
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
搬
入
日
時

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始（
１２
月
３１
日
〜
２３
年
１
月
３
日
）

を
除
き
随
時
受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

業　　　者　　　名 電　話　番　号
㈱あいづダストセンター ０２４２（３６）５３５１
㈱荒川産業 （２１）１５１１
㈱いいで （３８）３８０８
㈲喜多方綜合衛生センター （２２）１５９４
㈲北塩原衛生センター （３３）２３７９
㈲グリンアース （２３）０１００
㈱佐藤総業 ０２４２（２４）５９３３
㈲昭和衛生 （２２）０２８９
㈲高郷清掃 （２２）２５５３
㈲塚原興業 （２７）８２５６
㈲塚原鉄筋工業 （２７）７５５１
㈲坂下リサイクルサービス ０２４２（８３）３４０２
㈲ピアス （２１）４０７０
松浦商事㈱ ０２４２（２７）４４３３
丸佐運送㈲ （２２）７５５４
㈲山都塵芥収集社 （３８）３２７２
㈲渡辺重機 （２４）２６８８

廃棄物の収集運搬をするためには許可が必要です。
現在、市の許可を得ている収集運搬業者は17社です。
引越しや家の中の整理などで大量にごみが出る場合や、
事業に伴って生じたものは、次の業者へ依頼してくだ
さい。

【一般廃棄物収集運搬業の許可業者一覧】
（24年４月現在・五十音順）

許可業者への収集依頼（有料）

家庭の粗大ごみ収集

◆
搬
入
場
所

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場（
山
都
町
小
舟
字
二

ノ
坂
山
乙
２
６
１
９
番
地
１
）☎（
３８
）３

０
０
５

 

市
の
収
集

今
年
度
は
５
月
、
８
月
、
１１
月
の
３
回

実
施
し
ま
す
。

事
前
に
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請
書
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
各
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

①
申
請
の
際
に
一
品
５
０
０
円
、
１
０
０

０
円
、
１
５
０
０
円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー

を
必
要
枚
数
購
入
す
る
。

②
市
の
指
定
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に
粗

大
ご
み
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け

て
排
出
す
る
。

③
指
定
日
に
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
各
家

庭
を
専
用
の
収
集
車
で
回
収
に
ま
わ
り
ま

す
。
時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
処
理
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
て
い
な
い
も
の
は

収
集
し
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
限

５
月
分
は
５
月
１７
日（
木
）

◆
回
収
日

５
月
２３
日（
水
）〜
２５
日（
金
）

の
予
定

※
満
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
母
子
世
帯
、
身
体
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
と
は
、
家
庭
生
活
で
生
じ
た

も
の
で
、
指
定
可
燃
ご
み
袋
ま
た
は
指
定

不
燃
ご
み
袋
に
入
ら
ず
、塵
芥
収
集
車（
パ

ッ
カ
ー
車
）に
入
ら
な
い
耐
久
消
費
財
な

ど
の
大
型
ご
み
の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に

は
各
種
電
化
製
品
、
家
具
、
自
転
車
な
ど

で
す
。
た
だ
し
、
法
律
で
製
造
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
、
エ
ア
コ
ン
）、
廃
パ
ソ
コ
ン
、

オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び
処
理
場
で
の
処
理
が

困
難
な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
す
で
に
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
る
チ
ラ
シ
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
保
存
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て
…
喜

多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境
セ
ン

タ
ー
山
都
工
場
☎（
３８
）３
０
０
５

○
市
の
許
可
を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎

（
２４
）５
２
６
１

○
家
庭
の
粗
大
ご
み
定
期
収
集
申
し
込
み

窓
口
…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎

（
２４
）５
２
６
１
、
各
総
合
支
所
住
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
班
〔
熱
塩
加
納
☎（
３６
）２
１

１
３
、
塩
川
☎（
２７
）２
４
０
０
、
山
都
☎

（
３８
）３
８
０
５
、
高
郷
☎
０
２
４
１（
４４
）

２
１
１
３
〕

問問
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
年
４
回
、
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
５
月
の
募
集
は
次
の
と
お

り
で
す
。

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
建
設

課
建
築
住
宅
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
世
帯
の
収
入
が
「
公
営
住
宅
法
の
収
入

基
準
に
示
す
基
準
」
の
範
囲
内
で
あ
る
こ

と
。

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
持
ち
家
が
無
い
こ
と
。
ま
た
、
親
な
ど

の
名
義
の
持
ち
家
で
あ
る
が
、
納
税
義
務

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

○
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
中

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と
。

５
月
１
日（
火
）か
ら
１４
日（
月
）ま
で
の

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分（
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

※
５
月
１
日（
火
）、
８
日（
火
）、
１１
日

（
金
）、
お
よ
び
は
本
庁
で
の
み
午
後
７
時

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。（
場
所
は
本
庁

１
階
税
務
課
隣
）

※
今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者
が
い
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
６
月
５
日（
火
）か
ら

７
月
１０
日（
火
）ま
で
の
間
、
随
時
入
居
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
当

該
住
宅
の
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

本
庁
建
設
課
建
築
住
宅
係
お
よ
び
各
総

合
支
所
建
設
課
建
設
係
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選
考
基
準

と
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

６
月
１
日（
金
）

６
月
１５
日（
金
）

建
設
課
建
築
住
宅
係
☎（
２４
）５
２

４
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
建
設
管

理
係

問問

申申

◆住宅の所在地 下台団地（岩月町橿野字舘野）、御殿場団地（塩川町御殿場五
丁目）、常盤団地（松山町村松字馬道上）、舘ノ内団地（塩川町窪字舘ノ内）、家ノ
下団地（塩川町窪字家ノ下）

入
居
資
格

申
込
受
付
期
間
・
時
間

申
し
込
み
方
法

選
考
方
法

公
開
抽
選
予
定
日

入
居
開
始
予
定
日

◆一般住宅

◆高齢者・障がい者向け住宅

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

4 常盤団地 27号 簡易耐火構造
平屋建て

2K（6畳、4畳半）・汲
取り

1,700円～
　　3,400円

5 舘ノ内団地
40棟 10号 簡易耐火構造

平屋建て
2K（6畳、4畳半）・汲
取り

2,600円～
　　5,100円

6 舘ノ内団地41棟 41号 簡易耐火構造
平屋建て

3K（6畳、4畳半、3畳）・
汲取り

3,100円～
　　6,100円

7 舘ノ内団地41棟 53号 簡易耐火構造
平屋建て

2K（6畳、4畳半）・汲
取り

2,700円～
　　5,400円

8 家ノ下団地48棟 5号 簡易耐火構造
2階建て

3K（6畳、4畳半、3畳）・
汲取り

9,100円～
　　14,600円

9 御殿場団地14棟 103号 中層耐火構造
4階建て 3LDK（6畳3間）・水洗 23,500円～

　　46,100円

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

1 下台団地6棟
101号
（1階）

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半）・
水洗

14,100円～　
　　27,600円

2 御殿場団地5棟
101号
（1階）

中層耐火構造
3階建て 3LDK（6畳3間）・水洗 18,100円～　

　　35,500円

3 御殿場団地16棟
101号
（1階）

中層耐火構造
3階建て 2LDK（6畳2間）・水洗 20,700円～　

　　40,600円
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ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
は
じ
め
、
ト
ー
ク
コ
ー

ナ
ー
や
サ
イ
ン
会
な
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

と
触
れ
合
う
絶
好
の
機
会
で
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
開
催
日

７
月
１
日（
日
）

◆
会
場

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

◆
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始

５
月
中
旬

を
予
定

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
の
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、

㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川
公
園

体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

２
０
１
２
オ
リ
ンン
ピ決

定

喜
多
方
大
会
開
催催
決

松
山
公
民
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
完
成

し
、
４
月
８
日（
日
）、
落
成
式
お
よ
び
落

成
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

松
山
公
民
館
の
調
理
室
も
改
装
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多
目
的
ホ
ー
ル
の
愛
称
は
「
松

し
ょ
う

楽が
く

館か
ん

」

（
命
名
者
は
松
山
町
の
瓜
生
孝
子
さ
ん
）に

決
ま
り
ま
し
た
。

松
山
公
民
館

☎（
２２
）０
６
４
４

＜昨年の様子＞

松
山
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル「
松
楽
館
」が
完
成

問問

問問

申申

▲多目的ホール全景

▲多目的ホール（200名で利用可能）

▲調理室 ▲祝賀会の様子（大正琴の演奏）
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シリーズ

喜
多
方
市

づ
くく
り
の
指
針

第
１
回

瓜
生
岩
子
刀
自

そ
の
①

瓜
生
岩
子
は
、
文
政
１２
年
に
小
田
付
村

（
北
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

９
歳
で
父
が
急
死
し
、
家
も
火
災
で
全

焼
、３０
代
で
夫
と
母
に
先
立
た
れ
る
な
ど
、

つ
ぎ
つ
ぎ
と
降
り
か
か
る
不
幸
に
岩
子
は

嘆
き
悲
し
み
ま
し
た
。

母
の
菩
提
寺
の
禅
師
に
「
い
っ
そ
尼
に

な
り
た
い
」
と
そ
の
心
境
を
伝
え
る
と
、

禅
師
は
岩
子
を
一
喝
し
、『
世
の
中
に
は

お
前
以
上
に
不
幸
せ
な
人
は
大
勢
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
前
の
情
け
を
全
て
、
も

っ
と
不
幸
な
人
の
た
め
に
さ
さ
げ
な
さ

い
。
お
前
は
他
人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
』
と
諭
し
ま

市
民
グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
の
自
主
的

な
生
涯
学
習
活
動
を
実
施
す
る
際
、
講
師

を
招
い
て
活
動
を
す
る
場
合
に
、
講
師
料

を
負
担
す
る
「
講
師
派
遣
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◆
制
度
活
用
の
た
め
の
条
件

①
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体
や
グ
ル

ー
プ
の
学
習
会
で
、
１０
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
る
こ
と
。

②
公
的
機
関
が
主
催
や
共
催
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

③
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利
目
的
の

学
習
で
な
い
こ
と
。

④
講
師
が
そ
の
団
体
の
会
員
で
な
い
こ
と
。

◆
講
師
料

市
内
在
住
の
講
師
…
６
０
０
０
円

市
外
在
住
の
講
師
…
１
０
０
０
０
円

を
限
度
と
し
、
１
団
体
に
つ
き
年
間
２
回

ま
で
を
基
準
に
助
成
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み

派
遣
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

度
を

講
師
派
遣
助
成
制制
度

ご
利
用
く
だ
さ
いい

問問

申申

し
た
。

そ
れ
以
後
、
岩
子
は
わ
が
身
を
投
じ
て

貧
し
い
人
や
孤
児
等
、
苦
し
む
人
々
の
た

め
に
尽
く
そ
う
と
決
心
し
、
手
を
差
し
の

べ
ま
し
た
。
戊
辰
戦
争
時
は
、
敵
、
味
方

の
別
な
く
傷
つ
い
た
人
を
看
護
し
、ま
た
、

喜
多
方
に
学
校
を
建
て
て
教
育
に
尽
力
す

る
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

４３
歳
の
時
に
は
東
京
で
窮
民
救
済
の
技

術
を
学
び
、喜
多
方
へ
帰
っ
て
き
ま
す
が
、

活
動
の
場
は
福
島
県
全
域
に
広
が
り
、
健

全
な
育
児
を
促
す
た
め
の
教
育
会
を
各
郡

に
設
立
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
、
常

に
貧
し
い
人
々
の
こ
と
を
考
え
、
子
供
た

ち
が
よ
り
よ
く
育
つ
よ
う
に
と
努
力
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
、
明
治
２９
年
に
は

女
性
で
初
め
て
の
藍
綬
褒
章
を
受
け
て
い

ま
す
。
享
年
６９
歳
の
岩
子
の
一
生
は
、
私

心
な
く
、
常
に
社
会
の
弱
者
の
味
方
と
な

り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
努
め
、
日
本

の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
讃
え
ら
れ
る
功
績

を
残
し
ま
し

た
。次

回
は
、
瓜

生
岩
子
の
思
想

が
「
喜
多
方
市

人
づ
く
り
の
指

針
」
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ

て
い
る
の
か
を

紹
介
し
ま
す
。

未
来
を
拓
く
喜
多
方
人

一
つ

強
い
心
・
愛あ

い
け
い敬
の
心
な
ど
、

豊
か
な
心
を
持
つ
人
に
な
ろ
う

一
つ

命
の
大
切
さ
を
知
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
人
に
な
ろ
う

一
つ

郷
土
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
地
域
を
創
造
す
る
人

に
な
ろ
う

一
つ

社
会
の
一
員
と
し
て
人
の
道
を

わ
き
ま
え
、
良
心
に
背
く
こ
と

の
な
い
人
に
な
ろ
う

一
つ

夢
や
目
標
に
向
け
て
何
事
に
も

挑
戦
し
、
世
界
に
羽
ば
た
く
人

に
な
ろ
う

こ
れ
ら
の
こ
と
を
受
け
、

特
に
家
庭
教
育
に
お
け
る
親
（
保

護
者
）
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
家

族
の
絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
健
康
で

明
る
い
家
庭
を
築
く
よ
う
努
め
よ
う

「
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
郷
土
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
や
、
藤
樹
学
の
教
え

を
尊
重
し
、
ま
た
、
本
市
の
置
か
れ
た
風
土
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
踏
ま
え
策
定

さ
れ
、
家
庭
や
地
域
社
会
、
学
校
そ
し
て
行
政
な
ど
関
係
機
関
に
お
い
て
そ
の
実

現
を
目
指
す
努
力
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。

今
月
か
ら
、
指
針
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
先
人
３
人
の
教
え
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
と
来
月
の
２
回
に
わ
た
り
紹
介
す
る
の
は
、
瓜
生
岩
子
で
す
。

瓜
生
岩
子

「
自
分
ば
か
り
よ
く
な
っ
た
っ
て
、

「
自
分
ば
か
り
よ
く
な
っ
た
っ
て
、

  

に
も
な
ら
ね
ぇ

何何
に
も
な
ら

何何何何何
に
も
な
ら
ね
ぇ

と
思
う
の
す
」

とと
思
う
の
す
」
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臓
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
引
き
起
こ
す
危
険
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
喫
煙
は
本
人
ば
か
り
で
な
く
、
た

ば
こ
の
煙
が
お
腹
の
中
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん

や
、
周
囲
の
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
々
の

健
康
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
り
、
非
喫
煙
妊
婦
で
あ

っ
て
も
、
低
出
生

体
重
児
の
出
産
の

発
生
率
が
上
が
る

と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
人
で
も
肺
が

ん
の
リ
ス
ク
と
し

て
見
過
ご
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
の
煙
は
、
室
内
の
空
気
を
汚
染

し
ま
す
。
そ
の
煙
は
、
主
流
煙
と
副
流
煙

が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
で
、「
環
境
た
ば

こ
煙
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
人
で
も
喫
煙
者
と
同
じ
空
間
に

い
れ
ば
環
境
た
ば
こ
煙
を
吸
い
込
む
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
を
受
動
喫
煙（
間
接
喫
煙
）

と
い
い
ま
す
。

肺
が
ん
の
最
大
の
原
因
と
し
て
、
た
ば

こ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
受

動
喫
煙
に
よ
っ
て
も
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
が

１
・
２
〜
２
倍
に
増
加
し
ま
す
。
た
ば
こ

は
、
肺
ガ
ン
を
は
じ
め
慢
性
肺
疾
患
、
心

〜
自
分
や
周
囲
の
大
切
な
人
の
た
め
に

喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
〜

5月31日は
「世界禁煙デー」
5月31日～6月6日は
「禁煙週間」です!

◆
受
動
喫
煙
と
は
？

◆
た
ば
こ
は
肺
が
ん
の
原
因
？

○歩きながらのたばこはやめま

しょう。

○吸殻の後始末はきちんとしま

しょう。

○置きたばこはやめましょう。

○子どもや病人の側では、たば

こを吸わないようにしましょ

う。

○妊娠中の人の側では、たばこ

を吸わないようにしましょう。

○混雑した場所や閉めきった室

内での喫煙は控えましょう（た

ばこを吸う時は、煙がこもら

ないよう心配りを）。



　広報きたかた　2012.5◯　◯◯

市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
喜
多

方
市
地
域
・
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の
髙

栁
で
す
。「
ほ
っ
と
☆
き

ら
り
」
も
開
院
し
て
か

ら
も
う
１
年
に
な
り
ま

す
。
外
来
で
、
多
く
の

患
者
さ
ん
を
診
療
す
る

と
と
も
に
、
在
宅
ケ
ア

を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ

ん
に
も
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
は

新
た
に
「
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
」
と
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
拡
大
を
は
か

り
、
地
域
住
民
の
方
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
者

は
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

近
年
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
行
う
事
業

所
な
ど
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
市
に
お

い
て
も
、
事
業
所
及
び
市
民
の
方
に
受
動

喫
煙
防
止
に
よ
り
一
層
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

昨
年
度
以
上
に
福
島
県
立
医
科
大
学
の

医
学
生
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す
。
医
学
生
が
市
内
の
お
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
て
実
習
を
行
う
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研

修
を
今
年
度
か
ら
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
健
康
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
５
月
２６
日（
土
）に
予
定

し
て
い
る
第
２
回
目
は
「
認
知
症
」
を
テ

ー
マ
に
、
予
防
と
治
療
に
つ
い
て
、
そ
し

て
家
族
が
認
知
症
の
場
合
に
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
に
つ
い
て
、
家
庭
医
が
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

「
健
康
講
座
」
開
催
し
ま
す

こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
昨
年
作
成
し
１０
月

に
各
集
会
所
と
各
公
民
館
な
ど
の
公
共
施

設
に
配
布
し
ま
し
た
。
各
集
会
所
２
７
６

か
所
、
各
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
４０
か
所

に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

「
受
動
喫
煙
防
止
」
は
、
平
成
１５
年
に

施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
第
２５
条
に
よ
り

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　髙栁　宏史

問問

受
動
喫
煙
防
止
に
ご
協
力
を
！

ほっと☆きらり健康講座

「家庭医と学ぶ認知症について」

【日時】５月26日（土）午後１時～３時
【場所】喜多方市 地域・家庭医療センター
 「ほっと☆きらり」カンファレンス室
【内容】
加齢とともに物忘れが多くなってきますが、
それが年齢的なものなのか、それとも認知
症なのか、認知症の予防から治療まで家庭
医がわかりやすく説明します。
【定員】40人
【申込み締め切り】５月24日（木）
※定員になり次第申込み受付を終了します。
　お早めにお申し込みください。
 申  喜多方市 地域・家庭医療センター

☎（24）5320
問 問申 申

入場無料

こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？


